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 この論文は、音声の長時間記録、自動分析が可能な LENA システム（『期待 77』を参照く

ださい）を使って、16-48 mo の ASD とそれにマッチさせた定型発達 TD の子供の音声の

生成と言語学習環境（親の発話や音声交換など）を検討した。方法の詳細は省略するので、

論文を参照ください。 

 下の表 6 は親の発話数、音声交換数は ASD 幼児の症状のレベルとは負の相関、ASD 幼

児の言語や言語能力とは正の相関を示した。下の図は左から親の発語、音声交換、子供の 

 

 



発話の標準化されたパーセンタイル値で、いずれも therapy day の therapy 中に値が上がっ

ている。上図は親の発語の時間経過が therapy day（上）、non-therapy day（下）である。

Therapy time に親の発語が多い。中段の表 7 は、1 日訓練時の ASD と TD の比較である。

表 7 では親の学歴が親の発語数に関係すること、親子の音声交換数、子供の音声頻度は TD

の方が多いが、音声の持続時間は ASD の方が長かった。表 8 は LENA で親や子の音声があ

った Vocalization activity block（詳しくは論文参照）における親子の音声交換と子の

monologue の比較である。音声交換の長さ、交換時の発声頻度、発声の持続時間の値はい 

 

 

 

 

ずれもTD>ASDである。Monologueについては、

total monologues と音声頻度が ASD>TD だった。

音声交換と monologue の関係が左の下図にある。

TD では交換が多く、monologue は少ない。ASD

はその逆だった。 

 LENAの特徴を生かすとこのような研究ができ

ることを簡単に紹介した。 


